公立大学法人大阪府立大学　平成20事業年度の業務実績に関する評価結果（素案）作成に係る主な意見と記載内容
	区分
	大学部会における意見
	記　載　内　容

	2

全体評価
	○　計画どおり実施できていない場合はその理由を明らかにし、対応することが重要である。
○　活動の実績だけでなく、活動による成果を評価することを次期中期計画に向けて検討すべきである。
	○　「評価にあたっての意見、指摘等」（3ページ）に記載。
○　同上

	3-1

業務運営の改善及び

効率化
	○　運営費交付金が削減されているなどの状況にも関わらず、重点項目については計画を上回るなど、十分に目標を達成しており、府立大学の経営努力を評価する。
	○　「評価にあたっての意見、指摘等」（５ページ）に記載。

	3-2

財務内容の改善
	○　全学的な取組みにより省エネルギー・光熱水費抑制推進計画（平成18・19年度平均使用量に対して７％削減）を達成し、光熱水費の節減を行った。

○　厳しい経済環境においては、企業からの外部研究資金は獲得しにくいため、府大と共同研究することが企業にとってプラスになることを実績をもって示す努力が必要である。
○　外部研究資金を獲得した成果として、社会還元や地域貢献につながった内容を府民に分かりやすく説明することが必要である。
	○　「①特筆すべき小項目評価」（6ページ）に記載。
○　「評価にあたっての意見、指摘等」（7ページ）に記載。

　　
○　同上



	3-3

自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供
	○　大学の活動評価について、他の大学との比較、経年比較など手法も必要である。
○　単に情報を公開するだけでなく、府立大学の活動を、府民に分かりやすく積極的に説明していくことが必要である。
	○　「評価にあたっての意見、指摘等」（8ページ）に記載。　　
○　同上

	3-4

その他の業務運営
	○　３大学統合後も看護学部は羽曳野キャンパスにあるなど分散しているが、教養科目については週一回中百舌鳥キャンパスで合同で開講するなど、教育環境の向上に努めている。
	○　「評価にあたっての意見、指摘等」（9ページ）に記載。

	3-5
大学の教育研究等の質の向上
	○　文部科学省の大学教育改革プログラムの応募・採択を受けているが、書類の作成など事務量が多く、毎年大変努力している。

○　経済学研究科と看護学研究科の大学院生のほとんどが社会人であり、府立大学が研究者養成だけでなく地域貢献していることを改めて確認できた。
	○　「進捗状況の確認にあたっての意見、指摘等」（11ページ）に記載。
○　同上
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